
受入れから定着へ
支援のポイントと実例
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地域共生①
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日本文化体験会
書道・着付け・茶道・和太鼓など

地域のお祭りへ参加

ベトナムの郷土料理を振る舞う

成人式への参加



地域共生②
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職場環境づくり
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挨拶運動や小集団活動でごみ拾いを実施
日本人社員と交流促進を図る

日本語勉強会の実施 会社敷地内に友好・交流の畑を設置



採用事例①
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■事業所概要
主要事業 ：沿岸漁業
社員構成 ：正社員約24名、外国人材3名

 

【在留資格等】
 特定技能：3名（ベトナム）

■効果と今後の意向
●労働力アップと職場環境の活性化につながる
●長期で働く意向があれば受け入れていきたい

漁期による繁忙の波を外国人材の雇用で安定化できた。
明るく前向きな姿勢で職場に活気が生まれ、日本人従業員との連携も円滑。
面接時から漁業や水産加工への関心が高く、日本語での基本会話も可能なため、
お互いに安心して業務を進められている。季節や天候による影響が大きい漁業において、
外国人材の活用はすでに不可欠な要素となっている。
今後も安定的な雇用の継続を目指していく。



採用事例②
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■事業所概要
主要事業 ： 鉄筋工事、鉄筋加工工事
社員構成 ：正社員25名、外国人材11名 

【在留資格等】
 特定技能：6名（インドネシア男性6名）

 技能実習：5名（インドネシア男性5名）

■効果と今後の意向
●受け入れ後は規模拡大も実現するなど大きな力に
●長期で働く意向があれば受け入れていきたい

外国人受け入れにより、規模拡大や労働力アップにつながった。
労働力については高齢者（平均50歳程度）の正社員より作業量が高まり、
重量のある力仕事も引き受けてくれている。
特定技能外国人材の在留期限は5年にわたり、ある程度長期の経営計画を立てることが
できる。日本人に比べ仕事に対するモチベーションが高い。若手の日本人労働者がなか
なか定着しない中で、外国人は仕事が楽しいと定着しない中で仕事を真面目に頑張って
いる。外国人とのやり取りは勉強も兼ねて日本語で行っている。彼らが日本で長期的に
で働きたと申し出があれば、企業としても受け入れを進めていく。



採用事例③
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外国人材受け入れにより、施設全体の活気が生まれ、安定した人員体制の維持につな
がっている。現場では、日本人の高齢職員に比べて体力的にも作業量が多く、力仕事も
積極的にこなしてくれている。
何より仕事に対するモチベーションが高く、入居者にも明るく丁寧に接しており、「日
本で長く働きたい」「介護福祉士の資格を取りたい」と前向きな声が多い。大学と連携
して日本語教育にも力を入れており、専門用語や介護現場で必要な日本語を学ぶ機会を
設けることで、入職後のミスも減少している。若手の日本人職員がなかなか定着しにく
い中で、外国人材は責任感が強く、職場にとって欠かせない存在となっている。

■事業所概要
主要事業 ：病院、介護施設、グループホーム等
社員構成 ：正社員約840名、外国人材13名 

【在留資格等】
 特定技能：１名（フィリピン女性1名）

 技能実習：12名（フィリピン、インドネシア女性12名）

■効果と今後の意向
●受け入れ後は施設全体の活気が生まれ、安定した人員体制
●長期で働く意向があれば介護福祉士の資格を取らせたい



採用事例④

8

外国人受け入れにより、規模拡大や労働力アップにつながった。規模拡大では20haから
3ha拡大した。また、労働力については高齢者（平均65歳程度）のパートより、作業量
が2.5倍高まり、重量のある力仕事も引き受けてくれている。
特定技能外国人材の在留期限は5年にわたり、ある程度長期の経営計画を立てることが
できる。日本人に比べ仕事に対するモチベーションが高い。野菜の袋づめなどを行う外
国人材とのやり取りは勉強も兼ねて日本語で行っている。彼ら、彼女らが日本でさらに
長期的に働けるよう支援を拡大していきたい。

■事業所概要
おもな作物 ：野菜類全般 
耕作面積 ：23ha、ハウス23棟 
社員構成 ：正社員20名、パート14名、外国人材16名 

【在留資格等】
技能実習：9名（ベトナム、モンゴル中心）
特定活動：1名（スリランカ）
特定技能：6名（ベトナム 男3名、女2名、モンゴル 女1名）

■効果と今後の意向
●受け入れ後は規模拡大も実現するなど大きな力に
●長期で働く意向があれば受け入れていきたい



日本人採用とは異なる点・ポイント
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■採用から入社までのスケジュールを事前に把握

入国管理局の審査は混雑状況により１〜３ヶ月の期間を要する

※海外の学生を採用する際は卒業時期も日本と異なる為要確認

■現地で直接面接するケースもあり

海外より採用する際にも直接面接する事が可能

■面接にはあえて通訳を同席させる

①重要事項に認識違いを生まない為※後のトラブル案件多

②コミュニケーション力・意欲の確認

■家族構成・将来的な考えも面接時にヒアリング

結婚の予定があるか(就労後、結婚の為一時帰国希望が多い)

将来的に家族を招聘したい気持ちもあるか

■運転が必要な場合、免許の保持状況等も併せて確認

母国で運転免許を持つ場合国際ライセンス切り替えが可

日本の教習所で取得することも可

■宗教についても面接時に細部まで確認

会社の配慮や用意がどの程度必要か確認

■紹介ルートや送り出し機関の信頼性を確認・必要に応じて調査

悪質なブローカーや仲介機関による手数料徴収が多発
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※ご参考 日本語レベル
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